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２月２７日（火）、お別れ集会を行いました。主役
である６年生は、体育館の一番前に座って１～５年生
の出し物などをゆっくり観ることができました。出し
物をする学年は、ステージと６年生が座っている場所
の周辺で、歌やダンス、劇、お祝いメッセージなど様
々な出し物を披露しました。先生からも歌のプレゼン
トをしました。全員が体育館に入ることができなかっ ５年生の出し物の様子 ６年生の出し物の様子
たので、二部構成で行い、体育館に入っていない学年
は、お別れ集会の様子を各教室の電子黒板で観ること これまでお世話になった在校生の感謝の気持ちと小
ができました。 学校を旅立つお祝いの気持ちが込められたとても素敵
６年生は、素敵な合唱と合奏を披露し、在校生は、 なお別れ集会でした。６年生のみなさん、旭小学校で

さすが最上級生だという思いをもったことと思いま の思い出を胸に、力強く羽ばたいてください。
す。体育館には、１～５年生が作った飾りが壁一面に
飾られ、６年生への手作りの花束やプレゼントもとて
も素敵でした。
今年度は、６年生の保護者の皆様にも参観していた ２月２８日（水）１時間目、交通指導員様を含めた

だくことができて良かったです。温かい拍手をありが 見守り隊の皆様と家庭科ボランティアの皆様への感謝
とうございました。プログラムは以下の通りです。 の気持ちを伝える会を行いました。体育館には、５・
第１部 ６年生の子どもたちが集まり、２３人の見守り隊や家
① ６年生入場 庭科ボランティアの皆様を花のアーチや拍手でお迎え
② はじめの言葉 しました。１～４年生の子どもたちは、感謝の会の様
③ 在校生の出し物 子を各教室の電子黒板で観ながら感謝の思いを深める
・１年生 → ２年生 → ３年生 ことができたことと思います。

④ 遊び（１～３年生と６年生） ＊ 感謝の会の会順は、以下の通りです。
「言葉の数で集まる遊び」 ① 入場

～休憩・移動～ ② はじめの言葉 ※ 進行 運営委員会
第２部 ③ 校長先生の話
① 在校生の出し物 ④ 見守り隊や家庭科ボランティアの皆様の紹介
・４年生 → ５年生 ＊ 毎朝立っている場所も伝えていただきました。

② 先生の出し物 ⑤ お礼の言葉
③ ６年生の出し物 ⑥ 感謝状渡し
④ 手作り花束贈呈 ⑦ おわりの言葉
⑤ 校歌 暑い中、寒い中、風雨が強い中など、毎日、子ども
⑥ 校長先生の話 たちを見守っていただいている見守り隊の皆様と家庭
⑦ おわりの言葉 科で子どもたちの調理や裁縫の手伝いをしていただい
⑧ ６年生退場 花のアーチに迎えられた６年生 ている家庭科ボランティアの皆様に感謝の気持ちをも

つことの大切さについて、子どもたちに話しました。
そして、見守り隊や家庭科ボランティアの皆様、お世
話になっている人に会った時は、必ず、笑顔で元気に
挨拶をしましょうと伝えました。
見守り隊や保護者様を含めた地域の皆様のおかげ

で、子どもたちは、交通事故や不審者の声掛け等にあ
うことがなく、安心・安全に登下校ができています。
また、家庭科ボランティアの皆様のおかげで、子ども
たちみんなが、ミシンを使ってエプロンやナップサッ
クを完成させることができています。

１年生の出し物の様子 ２年生の出し物の様子 これからもどうぞよろしくお願いします。

３年生の出し物の様子 ４年生の出し物の様子 自己紹介の様子 感謝状渡しの様子
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